
２いざなぎ流 神秘の世界

神
話
と
儀
礼

家や集落に伝えられてきた面。詳細は
明らかでないが、十二面でワンセット
であることが多い。１２という数はい
ざなぎ流にとって重要な意味を持つ。
面によってさまざまな性格・役割があ
り、儀式の中でも使われる。「面を作
るときは絶対に人に知られてはならな
い」と言われ、山にこもって自分で面
を彫り、太夫が魂を入れたという。

いざなぎ流祈祷は、祭文を唱えながら
舞を舞うことが特徴。座したまま唱え
ごとをすることを『神楽』、たち舞う
所作を『舞神楽』という。「畳半畳分
で舞うべし」という口伝があり、狭い
座敷で儀式を行うことが多く、コンパ
クトな所作の舞になったと考えられる。
五色の笠を被り、扇やたすき、太刀な
どを手に、太鼓に合わせて舞う。

いざなぎ流には２００種類以上の御幣
が伝承されている。御幣は神々や精霊
が宿るものとして、和紙を切って作ら
れる。それらは驚くほど表現力に富み、
神秘的で、独特の美しさを備えている。
祭儀に応じて、山の神、水神、荒神、
おんざき、八幡、恵比寿、おん竜、め
ん竜といった数々の神格が切り分けら
れ、飾り立てられる。

いざなぎ流のさまざまな知識を習得・
管理している宗教者。いざなぎ流には、
教祖や神社仏閣のようなものはなく、
教団とか宗家といった組織もない。太
夫は世襲制ではなく、太夫に弟子入り
し、祭りに同行して手伝いをしながら、
祈祷法や祭文の唱え方、御幣の切り方
などの知識を学び、その知識をまた次
の世代に伝授する形で継承される。

山深く奥深い物部の里に、今なお残る神秘の世界。

いにしえの信仰の姿を、今に伝えるいざなぎ流の本質とは。
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な
ぎ
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は
、
香
美
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ら
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ぼ
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。
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。
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。
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。
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わ
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各
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信
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古
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。

　

い
ざ
な
ぎ
流
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
、
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よ
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な
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な
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も
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。
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。

　

数
百
年
と
い
う
年
月
の
中
で
、
他
の
地
域
で

は
同
種
の
信
仰
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ほ
と
ん
ど
消
え
失
せ
て
し
ま

っ
た
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と
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考
え
る
と
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。
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日
本
の
宗
教
文
化
史
を
ひ
も
と
く
上
で
、
極

め
て
貴
重
な
い
ざ
な
ぎ
流
は
、
ど
の
よ
う
に
形

づ
く
ら
れ
て
き
た
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で
し
ょ
う
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。
祭
文
や
御

幣
、
神
楽
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
併
せ
持

つ
信
仰
世
界
。
そ
れ
ら
の
意
味
や
物
語
の
一
端

に
触
れ
る
と
、
宇
宙
の
よ
う
に
果
て
し
な
い
世

界
が
そ
の
先
に
広
が
っ
て
い
る
と
分
か
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
深
遠
の
ふ
ち
に
立
ち
、
い
ざ
な
ぎ
流

の
宇
宙
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

祭文は、神の由来や出来事の起源を語
る物語のような文句で、祈祷や祭りの
中で太夫によって唱えられる。基本的
な祭文である『いざなぎ流七通りの祭
文』のほか、鎮めに使う『天神祭文』、
スソ（呪詛）儀礼に使う『呪詛祭文』、
雨乞いには『枕木祭文』、病人祈祷の
ときは『天下正』と、目的に応じてさ
まざまな種類の祭文がある。
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